
(57)【要約】

【課題】ロープブレーキ装置であって、ロープブレーキ

エレメントを備えており、ロープブレーキエレメントが

、孔を備えたブレーキプレートと少なくとも１つのロー

プとを備えている形式のものを改良して、アプローチの

困難な地形でも搬送良好であり、制動区間を簡単に要求

に適合させることができ、制動力が比較的自由に選択可

能であり、経済的な利点が得られるようなものを提供す

る。

【解決手段】ブレーキプレート３が、複数列状に相前後

して位置する複数の孔４を備えていて、一方の端部で、

ロープブレーキエレメントの第１の接続箇所１を備えて

おり、ロープブレーキエレメントの、反対側の第２の接

続箇所２で、互いに結合された複数のロープ片５，６が

設けられており、各ロープ片が、順次設けられた孔に対

するロープ片の貫通案内方向を変えて、それぞれ１列の

、相前後して位置する孔の成す孔列を通って案内されて

いる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ロ ー プ ブ レ ー キ 装 置 で あ っ て 、
　 ２ つ の 接 続 箇 所 の 間 に 配 置 さ れ た ロ ー プ ブ レ ー キ エ レ メ ン ト を 備 え て お り 、 該 ロ ー プ ブ
レ ー キ エ レ メ ン ト が 、 孔 を 備 え た ブ レ ー キ プ レ ー ト と 、 孔 を 通 っ て 抵 抗 下 で 引 っ 張 ら れ る
少 な く と も １ つ の ロ ー プ と を 備 え て い る 形 式 の も の に お い て 、
　 ブ レ ー キ プ レ ー ト （ ３ ） が 、 複 数 列 状 に 相 前 後 し て 位 置 す る 複 数 の 孔 （ ４ ） を 備 え て い
て 、 か つ 一 方 の 端 部 で 、 ロ ー プ ブ レ ー キ エ レ メ ン ト の 第 １ の 接 続 箇 所 （ １ ） を 備 え て お り
、 ロ ー プ ブ レ ー キ エ レ メ ン ト の 、 第 １ の 接 続 箇 所 （ １ ） と は 反 対 側 の 第 ２ の 接 続 箇 所 （ ２
） で 、 互 い に 結 合 さ れ た 複 数 の ロ ー プ 片 （ ５ ， ６ ） が 設 け ら れ て お り 、 各 ロ ー プ 片 （ ５ ，
６ ） が 、 順 次 設 け ら れ た 孔 （ ４ ） に 対 す る ロ ー プ 片 の 貫 通 案 内 方 向 を 変 え て 、 そ れ ぞ れ １
列 の 、 相 前 後 し て 位 置 す る 孔 （ ４ ） の 成 す 孔 列 を 通 っ て 案 内 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
、 ロ ー プ ブ レ ー キ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ロ ー プ ブ レ ー キ エ レ メ ン ト の 第 ２ の 接 続 箇 所 （ ２ ） に お け る ロ ー プ 片 （ ５ ， ６ ） の 結 合
が 、 対 偶 を 成 し て 形 成 さ れ た ル ー プ に よ っ て 行 わ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の ロ ー プ ブ レ ー
キ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ブ レ ー キ プ レ ー ト （ ３ ） の 最 後 位 の 孔 （ ４ ） か ら 突 出 す る ロ ー プ 片 （ ５ ， ６ ） の 長 さ が
、 ロ ー プ ブ レ ー キ エ レ メ ン ト の 制 動 区 間 を 規 定 し て お り 、 ロ ー プ 片 （ ５ ， ６ ） の 端 部 が 、
ス ト ッ パ 片 と し て 作 用 す る ク ラ ン プ プ レ ス 部 （ ８ ） に よ っ て 終 了 し て い る 、 請 求 項 １ 記 載
の ロ ー プ ブ レ ー キ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ロ ー プ ブ レ ー キ 装 置 で あ っ て 、 ２ つ の 接 続 箇 所 の 間 に 配 置 さ れ た ロ ー プ ブ レ
ー キ エ レ メ ン ト を 備 え て お り 、 ロ ー プ ブ レ ー キ エ レ メ ン ト が 、 孔 を 備 え た ブ レ ー キ プ レ ー
ト と 、 孔 を 通 っ て 抵 抗 下 で 引 っ 張 ら れ る 少 な く と も １ つ の ロ ー プ と を 備 え て い る 形 式 の も
の に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の よ う な 形 式 の ロ ー プ ブ レ ー キ 装 置 は 、 ス イ ス 国 特 許 第 ６ ６ ８ ３ ０ ０ 号 明 細 書 か ら 公
知 で あ る 。 こ の よ う な 装 置 で は 、 制 動 作 用 を 及 ぼ す ロ ー プ に よ っ て ル ー プ が 形 成 さ れ て い
る 。 ル ー プ に 対 し て 平 行 に 、 ロ ー プ は 、 孔 を 備 え た ブ レ ー キ プ レ ー ト を 通 っ て 案 内 さ れ て
お り 、 ロ ー プ が 過 剰 に 引 っ 張 ら れ る と 、 ロ ー プ は 孔 を 通 っ て 引 っ 張 ら れ 、 ル ー プ は 縮 小 さ
れ る 。 ロ ー プ ブ レ ー キ 装 置 は 、 原 則 と し て 、 た と え ば 岩 石 が 滑 落 す る 際 の 、 雪 崩 ま た は 落
石 に 対 す る ロ ー プ 装 置 の 突 発 的 な 過 負 荷 を 解 消 す る こ と が で き 、 そ れ も 保 護 装 置 の ロ ー プ
が ロ ー プ ブ レ ー キ を 通 っ て 抵 抗 下 で ス ラ イ ド す る こ と に よ っ て 解 消 す る こ と が で き る 。 公
知 の ロ ー プ ブ レ ー キ 装 置 は 搬 送 時 に 困 難 が 生 じ る 。 な ぜ な ら ば 比 較 的 大 き く か つ 堅 固 な ル
ー プ は 、 特 に 道 の な い 地 形 で は 自 由 に 搬 送 で き な い か ら で あ る 。 ロ ー プ ブ レ ー キ の 作 動 に
際 し て 、 ル ー プ は 、 完 全 に 伸 び る ま で 比 較 的 迅 速 に 縮 小 し 、 そ の あ と で は 制 動 作 用 が 失 わ
れ る 。 制 動 区 間 は 、 ル ー プ の 大 き さ に よ っ て 比 較 的 大 き く 制 限 さ れ て い る 。 さ ら に 単 個 の
ロ ー プ が ブ レ ー キ プ レ ー ト の 孔 を 通 っ て 引 っ 張 ら れ る の で 、 こ れ に よ っ て 制 動 力 は 限 定 さ
れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 ス イ ス 国 特 許 第 ６ ６ ８ ３ ０ ０ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し た が っ て 本 発 明 の 課 題 は 、 冒 頭 で 述 べ た よ う な 形 式 の ロ ー プ ブ レ ー キ 装 置 を 改 良 し て
、 ブ レ ー キ エ レ メ ン ト 自 体 が ア プ ロ ー チ の 困 難 な 地 形 で も 良 好 に 搬 送 可 能 で あ り 、 制 動 区
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間 を 簡 単 な 形 式 で 要 求 に 適 合 さ せ る こ と が で き 、 か つ 制 動 力 が 比 較 的 自 由 に 選 択 可 能 で あ
り 、 し か も 経 済 的 な 利 点 が 得 ら れ る よ う な も の を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 装 置 に よ れ ば 、 ブ レ ー キ プ レ ー ト が 、 複 数 列 状 に 相
前 後 し て 位 置 す る 複 数 の 孔 を 備 え て い て 、 か つ 一 方 の 端 部 で 、 ロ ー プ ブ レ ー キ エ レ メ ン ト
の 第 １ の 接 続 箇 所 を 備 え て お り 、 ロ ー プ ブ レ ー キ エ レ メ ン ト の 、 第 １ の 接 続 箇 所 と は 反 対
側 の 第 ２ の 接 続 箇 所 で 、 互 い に 結 合 さ れ た 複 数 の ロ ー プ 片 が 設 け ら れ て お り 、 各 ロ ー プ 片
が 、 順 次 設 け ら れ た 孔 に 対 す る ロ ー プ 片 の 貫 通 案 内 方 向 を 変 え て 、 そ れ ぞ れ １ 列 の 、 相 前
後 し て 位 置 す る 孔 の 成 す 孔 列 を 通 っ て 案 内 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な ロ ー プ ブ レ ー キ 装 置 は 良 好 に 搬 送 す る こ と が で き 、 ロ ー プ 片 の 、 ブ レ ー キ プ
レ ー ト か ら 突 出 す る 端 部 領 域 は 、 搬 送 に 関 し て 問 題 な く 結 び 戻 す こ と が で き る 。 ロ ー プ ブ
レ ー キ エ レ メ ン ト の 制 動 区 間 を 規 定 す る 、 ブ レ ー キ プ レ ー ト の 最 後 位 の 孔 か ら 突 出 す る 端
部 領 域 の ロ ー プ 片 の 長 さ は 、 そ の 都 度 の 要 求 に 適 合 さ せ る こ と が で き る 。 ロ ー プ ブ レ ー キ
の 作 動 時 に 複 数 の ロ ー プ 片 が 有 効 で あ る こ と に よ っ て 、 ブ レ ー キ 力 は 、 単 個 の ロ ー プ し か
制 動 に 有 効 で な い ロ ー プ ブ レ ー キ エ レ メ ン ト に 対 し て 高 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 有 利 に は 、 ロ ー プ ブ レ ー キ エ レ メ ン ト の 第 ２ の 接 続 箇 所 に お け る ロ ー プ 片 の 結 合 は 、 対
偶 を 成 し て 形 成 さ れ た ル ー プ に よ っ て 行 わ れ て い る 。 対 偶 を 成 し て 形 成 さ れ た ル ー プ は 、
追 加 的 な ロ ー プ 結 合 エ レ メ ン ト を 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 有 利 に は 、 ブ レ ー キ プ レ ー ト の 最 後 位 の 孔 か ら 突 出 す る ロ ー プ 片 の 長 さ が 、 ロ ー プ ブ レ
ー キ エ レ メ ン ト の 制 動 区 間 を 規 定 し て お り 、 ロ ー プ 片 の 端 部 が 、 ス ト ッ パ 片 と し て 作 用 す
る ク ラ ン プ プ レ ス 部 に よ っ て 終 了 し て い る 。 ブ レ ー キ プ レ ー ト の 最 後 位 の 孔 か ら 突 出 す る
ロ ー プ 片 の 長 さ に よ っ て 選 択 可 能 な ロ ー プ ブ レ ー キ の 制 動 力 に よ っ て 、 実 際 に そ の 都 度 の
関 係 す る 要 求 に 対 す る ロ ー プ ブ レ ー キ エ レ メ ン ト の 適 合 が 許 容 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 次 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 示 の 実 施 例 を 用 い て 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に 示 し た ブ レ ー キ エ レ メ ン ト は 、 第 １ の 接 続 箇 所 １ と 第 ２ の 接 続 箇 所 ２ と を 備 え て
い る 。 第 １ の 接 続 箇 所 １ は ブ レ ー キ プ レ ー ト ３ 上 に 位 置 す る 。 ブ レ ー キ プ レ ー ト ３ は 、 互
い に 平 行 で 列 状 に 相 前 後 し て 位 置 す る 複 数 の 孔 ４ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 １ の 接 続 箇 所 と は 反 対 側 の 第 ２ の 接 続 箇 所 ２ に 、 互 い に 結 合 さ れ た 複 数 の ロ ー プ 片 ５
， ６ が 設 け ら れ て い る 。 図 １ に 示 し た 配 置 構 造 で は ２ つ の ロ ー プ 片 ５ ， ６ が 設 け ら れ て お
り 、 こ れ ら の ロ ー プ 片 ５ ， ６ は 、 ロ ー プ シ ン ブ ル （ は め 輪 ） を 備 え た ル ー プ ７ で 互 い に 結
合 さ れ て い る 。 各 ロ ー プ 片 ５ ， ６ は 、 そ れ ぞ れ 相 前 後 し て 設 け ら れ た 孔 ４ の 成 す 列 の １ つ
を 通 っ て 、 順 次 設 け ら れ た 孔 ４ に ロ ー プ 片 の 貫 通 方 向 を 変 え て 案 内 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 接 続 箇 所 １ ， ２ は 、 シ ャ ッ ク ル に よ っ て 、 図 ２ に 示 し た よ う に 作 動 接 続 す る こ と が で き
る 。 接 続 箇 所 １ と 接 続 箇 所 ２ と の 間 で 過 剰 の 引 張 荷 重 が 生 じ る と 、 ロ ー プ 片 ５ ， ６ は 、 ブ
レ ー キ プ レ ー ト ３ の 孔 ４ を 通 っ て 抵 抗 下 で （ つ ま り あ る 程 度 抵 抗 作 用 を 及 ぼ し て ） 引 っ 張
ら れ 、 こ れ に よ っ て 制 動 作 用 が 及 ぼ さ れ る 。 適 当 な 孔 ４ を 通 っ て 案 内 さ れ る ロ ー プ 片 ５ ，
６ の 数 に よ っ て 、 そ の 都 度 所 望 さ れ る 制 動 力 を 調 節 す る こ と が で き 、 こ の 場 合 ロ ー プ 片 ５
， ６ の 貫 通 案 内 の た め に 設 け ら れ た 、 相 前 後 し て 位 置 す る 孔 ４ の 数 は 、 制 動 力 を 規 定 す る
際 に 考 慮 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 ロ ー プ 片 ５ ， ６ の 、 最 後 位 の 孔 ４ か ら 突 出 す る 端 部 は 、 ク ラ ン プ プ レ ス 部 ８ で 終 了 し て
い る 。 同 時 に ク ラ ン プ プ レ ス 部 ８ は 、 ロ ー プ 片 ５ ， ６ が 孔 ４ を 通 っ て 完 全 に 引 っ 張 ら れ る
場 合 に 、 ス ト ッ パ 片 を 成 す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 ロ ー プ ブ レ ー キ エ レ メ ン ト を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ロ ー プ ブ レ ー キ エ レ メ ン ト を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 １ 　 第 １ の 接 続 箇 所 、 　 ２ 　 第 ２ の 接 続 箇 所 、 　 ３ 　 ブ レ ー キ プ レ ー ト 、 　 ４ 　 孔 、 　
５ ， ６ 　 ロ ー プ 片 、 　 ８ 　 ク ラ ン プ プ レ ス 部
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